
名張藤堂家邸跡(名張城)(名張市丸之内 54-3) 

 城下町名張を語る上で欠くことが出来ないのが名張藤堂家邸跡です。 

津藩藤堂家の一門で寛永 13 年（1636）から明治維新まで 11 代にわたり、名張に居を構えた藤堂宮内家の

屋敷跡です。現在残されている屋敷は、宝永 7年(1710)の名張大火で焼失した後に再建された殿館の一部

で「中奥」「祝間」「圍」などの私的な生活を送る建物です。 

この屋敷とともに、「豊臣秀吉朱印状」「鉄唐冠形兜・一の谷形兜」「朱具足」「備前無銘刀」「藤堂高吉公一

代記」「羽柴秀吉・丹羽長秀の書筒」など学術的にも貴重な文化財が、平成 3年に名張藤堂家から市に寄贈

されており、平成 4年に保存修理事業が完了した屋敷とともに一般公開されています。 

 名張藤堂家は、藤堂高虎の養子高吉にはじまる。『藤堂宮内少輔高吉公一代之記』によれば高吉は、織田

信長の重臣丹羽長秀の三男として、天正 7 年（1579）近江佐和山城に生まれ、幼名を仙丸と称した。天正

10 年（1582）本能寺の変で信長死去の後、羽柴（豊臣）秀吉の所望により、弟羽柴秀長の養子となる（天

下を望む秀吉が、柴田勝家を討ち滅ぼすため丹羽長秀と縁を結ぶためであったといわれる）。天下を手中に

した秀吉は、天正 16 年（1588）秀長の嗣子に甥の中納言秀保を立てたため、仙丸を家来に嫁がせようと考

えていた。この時、秀長の家来であった高虎には、子供がなく、仙丸を養子に望んだが、秀長は同意しな

かったという。しかし秀吉の命により高虎の養子となり、名を高吉と改め、従五位下宮内少輔に任じられ

1万石を給された。 

文禄、慶長の役には、高吉は高虎に従って渡海し慶長 2年（1597）7 月 10 日には、秀吉から朝鮮在陣の褒

詞（豊臣秀吉朱印状）を受けている。 

慶長 3 年（1598）秀吉が没すると高虎は、徳川家康に味方し慶長 5年（1600）関ヶ原の戦いでは、高虎、

高吉とも戦いに加わり戦果をあげる。この後高虎は、伊予半国 20 万石余を拝領し今治城主となり、高吉も

城下に屋敷を構えた。 

慶長 13 年（1608）高虎は、伊賀国と伊勢のうち安濃津に国替えとなるが、高吉は、家康の命により今治に

残り、2万石を領し、寛永 12 年（1635）伊勢国へ替地になるまでの 27 年間を今治ですごしている。 

この間、大阪冬の陣と夏の陣には、高虎軍に加わり軍功をあげている。しかし高吉の領した 2 万石は、高

虎の知行の内に含まれ、その後、参勤交代の制度が始まっても、高虎は高吉には認めなかった。寛永 7 年

（1630）高虎は 75 歳の生涯を閉じ、家督を実子の高次が継ぐと、高虎の跡を継ぐべく養子となった高吉は、

家臣の格を甘受することとなった。 

寛永 12 年（1635）幕府より伊予と伊勢国内 2 万石との替地の命がでると、藩主高次の命により、伊勢 2

万石のうち 5千石を伊賀国の名張周辺と替地し、翌年正月、高吉は名張に移住した。 

高吉は、かつて筒井定次の家臣松倉豊後守や高虎の家臣梅原勝右衛門らが居館を構えた古城跡に殿舎を構

えるとともに、家臣や伊予から従ってきた商人、職人らの住居を定め、城下町としての体制を整え名張の

町の発展の基礎を築き、寛文 10 年（1670）92 歳の生涯を名張で終えた。 

高吉の死後、次男以下3名に5千石が分知され1万5千石となり、その後11代高節で明治維新をむかえた。

子孫は、現在東京に在住する。 

 名張藤堂家関係資料は、津藩藤堂家の一門で近世初頭から明治維新まで 11 代にわたり名張に屋敷を構え

た藤堂宮内家に所蔵された資料です。当時の上級武士の生活文化を示すと共に、津・上野・名張に拠点を

持つ藤堂藩政の実体を知る上でも貴重なものです。 

3285 点もの資料が市指定(平成 8年 7月 5日指定)の文化財として指定されています。 

両方とも桃山時代（16 世紀）の作で、唐冠については「慶長軍記」に、藤堂玄蕃亮が唐冠の兜に鳩胸の胴

丸（鎧の一種で、桶側のように胴を円く囲み、右脇で合わすように造ったもの）を付けたことが記されて

います。当時は珍重された形式の兜で、豊臣秀吉をはじめ多くの武将が用いました。一の谷形の名称の由



来は“一の谷の合戦場”となった鉄拐・鉢伏の両山を形に取ったといわれ、「武蔭叢話」にもこれを被った

戦国武将の武勇伝が記されています。 
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